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９月 行事予定  

日 曜 行 事 等 
放課後

遊び 

1 金 始業式 大掃除 安全指導 ４時間授業 なし 

2 土 引き渡し訓練 なし 

3 日   

4 月 委員会活動 給食開始 夏休み作品展始 5～6 

5 火  3～6 

6 水 水泳記録会(6 年) ４時間授業（6 年を除く） なし 

7 木 児童集会 保護者会（1・2・3年） なし 

8 金 水泳指導終了 保護者会（4・5・6 年）  なし 

9 土 日本文化の時間 夏休み作品展終了 なし 

10 日   

11 月 クラブ活動 計測（6年） 4～6 

12 火 計測（5年） 3～6 

13 水 ４時間授業 計測（4年） なし 

14 木 
音楽朝会 計測（3年）  

プラネタリウム見学（4 年） 
4～6 

15 金 計測（2年） 2～6 

16 土 地域祭礼  

17 日 地域祭礼   

18 月 敬老の日  

19 火 
4 時間授業 計測（1 年） 教育実習開始 

六本木中学校体験授業（6年） 
なし 

20 水 テンプル大学留学生による授業（4 年） なし 

21 木 
４時間授業 研究授業（1年 2組） 

プラネタリウム見学（4 年）  
なし 

22 金  2～6 

23 土 秋分の日  

24 日   

25 月 
移動教室事前検診（6年） 

テンプル大学学生による授業（3年） 

なし 

26 火 移動教室（6 年） スーパー見学（3年 1組） 2～5 

27 水 移動教室（6 年） 給食試食会 なし 

28 木 移動教室（6 年） 4～5 

29 金 移動教室（6 年） 2～5 

30 土   

９月の生活目標 
生活指導主幹 三根 博喜 

 

落ち着いた学校生活を送ろう 
 

 

「落ち着いた生活を送りたい」と思うならば、まず「心に余裕のある生活」に取り組

んでみることです。 

「落ち着かない」原因は、心に余裕がないからです。では、心に余裕をつくるために

はどうすればいいか。それは生活に余裕をつくればいいのです。生活に余裕ができれば、

必ず心にも余裕が出てきます。日頃の生活を変えれば、心が変わり、落ち着いた行動を

とれるようになります。例えば下記のような三つに取り組んでみましょう。 

     ・毎朝定時に起きる。 

・いつもより、10分早く家を出る 

・前日に学校の持ち物を用意しておく 

 こうしたことを心がければ、きっと生活に余裕ができて、落ち着いた心になるでしょ

う。性格を変える必要はありません。変えるべきは、生活スタイルなのです。 

２学期のスタートにあたって 

                校長 羽田野庸史 

 

 今年の夏休みは、８月１日から続いた東京の連続降雨

記録が 40 年前に記録した最長記録にあと一日に迫ると

いう長雨に悩まされました。しかし、夏休み中の水泳、

補習、サマースクール、そして、７月 27 日（木）～29

日（土）の５年生の箱根夏季学園がほとんど雨にたたら

れることもなく実施できたことは何よりでした。特に、

箱根での宿泊学習は、火山の噴火でここ２年、実施でき

なかっただけに、子供たちと箱根ニコニコ学園に行くこ

とができたことは、私にとって何よりの喜びでした。 

さて、２学期のスタートにあたって、１学期末に行わ

れた２つの取り組みについてご紹介します。 

一つは、平成 28 年度 10月に運営委員会児童が策定し

た≪ＳＮＳ東町小ルール≫の改訂についてです。子供た

ちもコミュニケーション・ツールとして“無料通話アプ

リ”や“無料で利用できる動画共有サイト”を当たり前

のように利用している現状を鑑み、運営委員会を中心に

下記のように≪ＳＮＳ東町小ルール≫の見直しを図り

ました。（※下線部分が見直しを図った箇所です。） 

 

≪ＳＮＳ東町小ルール≫ 

＊友達、家族といる時は、スマホを置いて会話を 

楽しむ。 

＊自分や家族、友達の個人情報（名前・住所・学校 

名・写真など）を絶対にのせない。 

＊人を傷つけるような書き込みをしない。（送信前 

に読み直そう） 

＊使う時間を決める。 

＊ネットに書いてあることを信じ過ぎない。 

 

 もう一つは、私たち教職員の取り組みです。１学期最

後の日に教職員一人一人が１学期の自らの指導を振り

返り、２学期以降、心 

がけたいことをスロー 

ガンで体罰ゼロ宣言ポ 

スターに書き込みまし 

た。スローガンは、「体 

罰根絶に向けて『チー 

ム東町 Only humans 

can nurture humans. 

子供を一人の人間とし  【体罰ゼロ宣言ポスター】 

て尊重すること』を宣言します。」です。体罰防止宣言

を通して、体罰に依らない具体的な指導について考えま

した。２学期も引き続き、よろしくお願いいたします。 


